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6月定例会

一般会計の主な補正

♦臨時福祉給付金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,476万円
♦子育て世帯臨時特例給付金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・345万円
♦さが段階チャレンジ交付金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・223万5千円
♦身近なユニバーサルデザイン（トイレ洋式化）推進事業費補助金 ・・・・・・・・・・・・・・60万円
♦基金繰入金（財政調整基金・公共施設整備基金） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,247万6千円
♦コミュニティ助成事業費補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120万円

平成26年度　各会計最終予算総額

一般会計
山林特別会計
後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計
漁業集落排水特別会計
簡易水道特別会計
水道事業会計
町立太良病院事業会計

49億9,500万円
7,000万円

1億2,500万円
17億3,100万円

6,300万円
1億円

8,210万円
14億2,286万2千円
85億8,896万2千円

4億7,741万4千円
△363万8千円
91万3千円

2億1,969万8千円
699万6千円
311万1千円
△70万円

0
7億379万4千円

会計名

総　計

当初予算
54億7,241万4千円

6,636万2千円
1億2,591万3千円
19億5,069万8千円

6,999万6千円
1億311万1千円

8,140万円
14億2,286万2千円
92億9275万6千円

予算総額 当初予算との比較

会期/6月5日～12日（8日間）
平成27年度　一般会計の補正予算総額　3,466万2千円

歳

　
　入

♦コミュニティ助成事業費補助金（蕪田区集会所フェンス設置事業） ・・・・・・・・・・・・120万円
♦さが段階チャレンジ交付金事業補助金
　移住・交流・若者の定住促進事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・135万5千円
　集落の維持・活性化事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・88万円
♦臨時福祉給付金（支給対象者へ一律6,000円の支給） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,476万円
♦子育て世帯臨時特例給付金（対象児童1人につき3,000円の支給） ・・・・・・・・・・・・345万円
♦橋梁維持補修事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200万円
♦消防施設整備費補助金（油津区の防火水槽補修補助） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・136万1千円
♦地区公民館等整備事業費補助金（山根区公民館のトイレ洋式化補助） ・・・・・・・・・・・・60万円
♦給食センター改築工事設計業務委託料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,700万円

歳

　
　出

議席番号 1　2　3　6　7　8　10　11　12 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

6月定例会審議結果
　6月定例会は、専決処分4件、事件議案1件、補正予算4件及び報告1件の計10件が町長より、また、発議等
7件が議会より提案され、審議結果は次のとおりです。
賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退　※議長は採決に加わらない。
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報告第1号

平成26年度太良町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告
　平成27年度へ繰越した11事業
　（太良町総合戦略策定事業等）の報告。

可決
賛9・否0第34号

太良町税条例の専決処分事項の承認
　ふるさと納税の申告手続きの簡素化及び原動機付自転
車等に係る軽自動車税の税率の引き上げの1年延長する等
の改正。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告事項については、採決はありません。

ー

可決
賛9・否0第36号

平成26年度太良町一般会計補正予算（第7号）の専決処分事
項の承認
　事業費や補助金の確定に伴い、4,549万円を増額し、補正
後の予算総額を54億7,241万4千円とするもの。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

可決
賛9・否0第37号

平成26年度太良町山林特別会計補正予算（第4号）の専決処
分事項の承認
　事業費や補助金の確定に伴い、140万9千円を増額し、補
正後の予算総額を6,636万2千円とするもの。

可決
賛9・否0第38号 佐賀県市町総合事務組合規約の変更に係る協議

　佐賀県市町総合事務組合の規約を変更するため。

第39号

第40号

第41号

第42号

発議
第1号

発議
第2号

発議
第3号

平成27年度太良町一般会計補正予算（第1号）
　臨時福祉給付金等3,466万2千円を増額補正し、補正後の
予算総額を50億466万2千円とするもの。

可決
賛9・否0第35号

太良町国民健康保険税条例の専決処分事項の承認
　国民健康保険税の5割軽減及び2割軽減の対象となる世
帯の軽減判定所得の引上げ等の改正。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

可決
賛9・否0

平成27年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第1号）
　人事異動に伴い財源を組み換える補正。

可決
賛9・否0

平成27年度町立太良病院事業会計補正予算（第1号）
　新規職員採用に伴い補正後の予算総額を13億6,855万8
千円とするもの。

可決
賛9・否0

太良町議会基本条例の一部改正
　太良町議会議員政治倫理条例制定に伴う条文整理。

可決
賛9・否0

可決
賛9・否0

平成27年度太良町水道事業会計補正予算（第1号）
　人事異動に伴い財源を組み換える補正。

可決
賛9・否0

太良町議会委員会条例の一部改正
　議員定数削減により常任委員会構成を変更するもの。

可決
賛9・否0

太良町議会会議規則の一部改正
　出産を理由に議会を欠席できる規定を設けるもの。

報告
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議席
　　番号議決

　　結果
1　2　3　6　7　8　10　11　12 議長議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

請願
第1号

請願
第2号

意見書
第1号

意見書
第2号

採択
賛9・否0

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元をは
かるための、2016年度政府予算に係わる意見書の採択に関す
る請願書
　教職員定数改善の推進と義務教育費国庫負担金制度の国
負担割合を2分の1に復元することをもとめるもの。
　請願者　太良町の教育を考える会　代表　大石　聖

採択
賛9・否0

教育予算の拡充を求める意見書
　請願第1号の採択を踏まえ、その趣旨に沿い国に意見書を
提出するもの。
内容
1．小学校2年生から3年生における35人以下学級を早急に実
現すること。さらにより豊かな教育環境を整備するために、
35人以下からさらに踏み込んだ施策を計画・実施すること。
2．教育の機会均等と教育水準の維持向上をはかるため、義務
教育費国庫負担制度を堅持するとともに国負担割合を2分の
1に復元すること。
提出先
　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、衆議院
議長、参議院議長

教育予算の拡充を求める意見書の採択に関する請願書
　少人数学級の推進と義務教育費国庫負担金制度の国負担
割合を2分の1に復元することをもとめるもの。
　請願者　太良町の教育を考える会　代表　大石　聖

可決
賛9・否0

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元をは
かるための、2016年度政府予算に係る意見書
　請願第2号の採択を踏まえ、その趣旨に沿い国に意見書を
提出するもの。
内容
1．子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教員定数改
善を推進すること。
2．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費
国庫負担制度の国庫負担割合を2分の1に復元すること。
提出先
　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、衆議院
議長、参議院議長

可決
賛9・否0

● 

学
校
の
教
育
現
場
を
訪
問 

●

六
月
十
八
日
・
二
十
三
日

西
部
教
育
事
務
所
と
共
に
大
浦
中
・
多
良
小
の
教
育

現
場
を
訪
問
し
た
。

般
一

問
質

財
政
課
長
　
縁
故
債
と
い
う

こ
と
で
数
社
見
積
り
の
う
ち
、

最
低
利
率
で
決
定
し
た
。3
年

据
置
き
の
25
年
償
還
で
あ
る
。

議
員
　
据
置
き
期
間
を
な
く

し
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
の
で
参
考
に
し

て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、本
町

に
は
52
億
円
ほ
ど
の
基
金
が

あ
る
が
、運
用
方
法
と
運
用
益

は
。

会
計
管
理
者
　
決
算
用
普
通

預
金
及
び
定
期
預
金
で
の
運

用
を
行
っ
て
い
る
。運
用
益
は

4
4
5
万
ほ
ど
で
あ
る
。

議
員
　
大
分
の
国
東
市
で
は

1
1
0
億
円
の
基
金
を
一
本

化
し
て
運
用
し
、2
億
円
を
超

え
る
運
用
益
を
出
し
て
い
る
。

研
究
し
た
ら
ど
う
か
。

会
計
管
理
者
　
本
町
で
取
り

入
れ
が
可
能
な
も
の
に
つ
い

て
は
今
後
研
究
し
て
い
き
た

い
。

一

田
川

　浩 

議
員

答
▼
引
き
続
き
太
良
町
教
育
環
境
整
備
検
討
委
員
会
と

　
　教
育
委
員
会
で
協
議
し
て
い
き
た
い

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

教
育
長
　
太
良
町
教
育
環
境

整
備
検
討
委
員
会
で
2
回
議

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
、県
内

で
の
位
置
、ま
た
、小
中
一
貫

や
統
合
し
た
場
合
の
長
所
短

所
を
見
極
め
な
が
ら
協
議
し

て
い
こ
う
と
い
う
状
況
だ
。

議
員
　
統
合
問
題
を
完
結
さ

せ
る
の
に
一
般
的
に
10
年
ほ

ど
か
か
る
よ
う
だ
が
、そ
の
ス

ピ
ー
ド
で
大
丈
夫
か
。

教
育
長
　
小
規
模
だ
か
ら
こ

そ
生
徒
た
ち
へ
の
目
が
行
き

届
き
、指
導
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。そ
う
い
う
状
況

を
眺
め
な
が
ら
、先
々
ど
う
い

う
学
校
の
規
模
が
い
い
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
今
の
状
況
を
見
て
判

断
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

結
局
何
年
も
続
く
の
で
は
と

い
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

県
の
教
育
委
員
会
が
県
立
高

校
の
再
編
案
を
出
す
よ
う
に
、

町
の
教
育
委
員
会
が
ま
ず
案

を
出
す
と
い
う
考
え
は
な
い

か
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
内
で

は
一
定
の
方
向
性
は
決
め
て

あ
る
。た
だ
、検
討
委
員
会
と

い
う
組
織
も
あ
る
の
で
、ま
だ

教
育
委
員
会
が
そ
う
い
う
案

を
出
す
時
期
で
は
な
い
と
考

え
る
。

議
員
　
大
浦
中
学
校
は
10
年

後
ぐ
ら
い
に
は
生
徒
数
60
名

前
後
に
な
る
。そ
う
な
る
前
に

は
ク
ラ
ブ
活
動
も
、例
え
ば
野

球
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
の
ど
ち

ら
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
に

な
る
。そ
う
い
う
現
実
を
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
提
示
し
て
、統

合
す
る
に
せ
よ
、し
な
い
に
せ

よ
、今
の
う
ち
に
方
向
性
を
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
の
か
。

教
育
長
　
県
内
の
統
合
し
た

と
こ
ろ
、小
中
一
貫
の
と
こ
ろ

な
ど
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、検
討
委
員
会
と
教
育
委

員
会
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

  

財
政
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
本
町
の
財
政
状
況
と

そ
の
構
造
は
ど
う
か
。

財
政
課
長
　
健
全
な
財
政
状

況
だ
。た
だ
、自
主
財
源
の
比

率
が
約
23
％
し
か
な
く
、地
方

交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に

大
き
く
頼
っ
て
い
て
脆
弱
と

も
い
え
る
。

議
員
　
平
成
25
年
に
佐
賀
西

信
用
組
合
か
ら
2
億
2,
8
3
0

万
円
の
借
入
れ
が
あ
る
が
、調

達
方
法
と
内
容
は
。

小
中
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い
て

そ
の
後
進
展
は
あ
っ
た
か



議席
　　番号議決

　　結果
1　2　3　6　7　8　10　11　12 議長議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

請願
第1号

請願
第2号

意見書
第1号

意見書
第2号

採択
賛9・否0

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元をは
かるための、2016年度政府予算に係わる意見書の採択に関す
る請願書
　教職員定数改善の推進と義務教育費国庫負担金制度の国
負担割合を2分の1に復元することをもとめるもの。
　請願者　太良町の教育を考える会　代表　大石　聖

採択
賛9・否0

教育予算の拡充を求める意見書
　請願第1号の採択を踏まえ、その趣旨に沿い国に意見書を
提出するもの。
内容
1．小学校2年生から3年生における35人以下学級を早急に実
現すること。さらにより豊かな教育環境を整備するために、
35人以下からさらに踏み込んだ施策を計画・実施すること。
2．教育の機会均等と教育水準の維持向上をはかるため、義務
教育費国庫負担制度を堅持するとともに国負担割合を2分の
1に復元すること。
提出先
　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、衆議院
議長、参議院議長

教育予算の拡充を求める意見書の採択に関する請願書
　少人数学級の推進と義務教育費国庫負担金制度の国負担
割合を2分の1に復元することをもとめるもの。
　請願者　太良町の教育を考える会　代表　大石　聖

可決
賛9・否0

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元をは
かるための、2016年度政府予算に係る意見書
　請願第2号の採択を踏まえ、その趣旨に沿い国に意見書を
提出するもの。
内容
1．子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教員定数改
善を推進すること。
2．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費
国庫負担制度の国庫負担割合を2分の1に復元すること。
提出先
　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣、衆議院
議長、参議院議長

可決
賛9・否0

● 

学
校
の
教
育
現
場
を
訪
問 

●

六
月
十
八
日
・
二
十
三
日

西
部
教
育
事
務
所
と
共
に
大
浦
中
・
多
良
小
の
教
育

現
場
を
訪
問
し
た
。

般
一

問
質

財
政
課
長
　
縁
故
債
と
い
う

こ
と
で
数
社
見
積
り
の
う
ち
、

最
低
利
率
で
決
定
し
た
。3
年

据
置
き
の
25
年
償
還
で
あ
る
。

議
員
　
据
置
き
期
間
を
な
く

し
て
効
果
を
上
げ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
の
で
参
考
に
し

て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、本
町

に
は
52
億
円
ほ
ど
の
基
金
が

あ
る
が
、運
用
方
法
と
運
用
益

は
。

会
計
管
理
者
　
決
算
用
普
通

預
金
及
び
定
期
預
金
で
の
運

用
を
行
っ
て
い
る
。運
用
益
は

4
4
5
万
ほ
ど
で
あ
る
。

議
員
　
大
分
の
国
東
市
で
は

1
1
0
億
円
の
基
金
を
一
本

化
し
て
運
用
し
、2
億
円
を
超

え
る
運
用
益
を
出
し
て
い
る
。

研
究
し
た
ら
ど
う
か
。

会
計
管
理
者
　
本
町
で
取
り

入
れ
が
可
能
な
も
の
に
つ
い

て
は
今
後
研
究
し
て
い
き
た

い
。

一

田
川

　浩 

議
員

答
▼
引
き
続
き
太
良
町
教
育
環
境
整
備
検
討
委
員
会
と

　
　教
育
委
員
会
で
協
議
し
て
い
き
た
い

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

教
育
長
　
太
良
町
教
育
環
境

整
備
検
討
委
員
会
で
2
回
議

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
、県
内

で
の
位
置
、ま
た
、小
中
一
貫

や
統
合
し
た
場
合
の
長
所
短

所
を
見
極
め
な
が
ら
協
議
し

て
い
こ
う
と
い
う
状
況
だ
。

議
員
　
統
合
問
題
を
完
結
さ

せ
る
の
に
一
般
的
に
10
年
ほ

ど
か
か
る
よ
う
だ
が
、そ
の
ス

ピ
ー
ド
で
大
丈
夫
か
。

教
育
長
　
小
規
模
だ
か
ら
こ

そ
生
徒
た
ち
へ
の
目
が
行
き

届
き
、指
導
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。そ
う
い
う
状
況

を
眺
め
な
が
ら
、先
々
ど
う
い

う
学
校
の
規
模
が
い
い
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
今
の
状
況
を
見
て
判

断
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

結
局
何
年
も
続
く
の
で
は
と

い
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

県
の
教
育
委
員
会
が
県
立
高

校
の
再
編
案
を
出
す
よ
う
に
、

町
の
教
育
委
員
会
が
ま
ず
案

を
出
す
と
い
う
考
え
は
な
い

か
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
内
で

は
一
定
の
方
向
性
は
決
め
て

あ
る
。た
だ
、検
討
委
員
会
と

い
う
組
織
も
あ
る
の
で
、ま
だ

教
育
委
員
会
が
そ
う
い
う
案

を
出
す
時
期
で
は
な
い
と
考

え
る
。

議
員
　
大
浦
中
学
校
は
10
年

後
ぐ
ら
い
に
は
生
徒
数
60
名

前
後
に
な
る
。そ
う
な
る
前
に

は
ク
ラ
ブ
活
動
も
、例
え
ば
野

球
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
の
ど
ち

ら
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
に

な
る
。そ
う
い
う
現
実
を
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
提
示
し
て
、統

合
す
る
に
せ
よ
、し
な
い
に
せ

よ
、今
の
う
ち
に
方
向
性
を
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
の
か
。

教
育
長
　
県
内
の
統
合
し
た

と
こ
ろ
、小
中
一
貫
の
と
こ
ろ

な
ど
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、検
討
委
員
会
と
教
育
委

員
会
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

  

財
政
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
本
町
の
財
政
状
況
と

そ
の
構
造
は
ど
う
か
。

財
政
課
長
　
健
全
な
財
政
状

況
だ
。た
だ
、自
主
財
源
の
比

率
が
約
23
％
し
か
な
く
、地
方

交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に

大
き
く
頼
っ
て
い
て
脆
弱
と

も
い
え
る
。

議
員
　
平
成
25
年
に
佐
賀
西

信
用
組
合
か
ら
2
億
2,
8
3
0

万
円
の
借
入
れ
が
あ
る
が
、調

達
方
法
と
内
容
は
。

小
中
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い
て

そ
の
後
進
展
は
あ
っ
た
か



般
一

問
質

民
の
中
に
は
窮
屈
を
感
じ
る

方
も
多
い
と
聞
く
が
座
席
本

体
の
損
傷
や
劣
化
は
見
ら
れ

ず
現
状
で
は
良
好
な
状
態
で

あ
る
の
で
改
修
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。誰
も
が
利
用

し
や
す
い
優
し
い
施
設
の
整

備
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

今
後
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
判
断
し
た
い
。

一

坂
口

　久
信 

議
員

答
▼
平
成
28
年
度
か
ら
計
画
的
に
行
う

議
員

　若
者
定
住
の
住
宅
建

設
を
計
画
さ
れ
て
い
る
多
良

地
区
の
果
協
跡
地
、大
浦
地
区

の
町
有
地
に
つ
い
て
具
体
的

な
内
容
は
？

町
長

　果
協
跡
地
の
建
設
計

画
と
し
て
は
、平
成
28
年
度
か

ら
年
次
計
画
で
行
い
最
終
的

に
は
18
戸
く
ら
い
を
予
定
し

て
い
る
。大
浦
地
区
に
つ
い
て

は
、今
年
度
で
用
地
造
成
を
計

画
し
建
設
に
つ
い
て
は
、平
成

28
年
度
に
は
発
注
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
。

議
員

　高
齢
者
向
け
住
宅
の

併
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

　多
良
地
区
の
果
協
跡

地
、大
浦
地
区
の
町
有
地
で
の

高
齢
者
向
け
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
先
、高
齢

者
が
多
く
な
り
独
居
老
人
が

増
加
し
て
い
る
現
状
を
考
え

る
と
高
齢
者
向
け
住
宅
も
必

要
に
な
る
と
思
う
の
で
、私
の

任
期
中
に
計
画
し
た
い
。

議
員

　住
宅
用
建
設
用
地
か

ら
J
R
多
良
駅
へ
の
連
絡
橋

設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

　跨
線
橋
の
設
置
に
つ

い
て
は
、J
R
九
州
本
社
へ
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。し
か

し
な
が
ら
ま
だ
具
体
的
な
回

答
は
も
ら
っ
て
い
な
い
た
め

ひ
き
続
き
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
く
。

議
員

　入
居
の
優
先
順
位
と

家
賃
、土
地
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
。

町
長

　子
育
て
支
援
と
人
口

対
策
だ
か
ら
当
然
町
外
転
入

者
が
第
1
優
先
で
家
賃
は
今

か
ら
決
定
す
る
が
三
万
円
く

ら
い
、住
宅
に
つ
い
て
は
10
年

間
住
ん
で
そ
の
後
譲
渡
し
、土

地
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
に

な
る
の
で
今
内
部
で
調
整
を

し
て
い
る
。

 

自
然
休
養
村
大
ホ
ー
ル
の

 

改
修
に
つ
い
て

議
員

　自
然
休
養
村
大
ホ
ー

ル
は
、各
種
講
演
会
等
で
使
用

さ
れ
て
い
る
が
座
席
の
幅
も

狭
く
出
入
り
が
大
変
で
ま
た

車
椅
子
等
身
障
者
の
皆
さ
ん

が
非
常
に
不
便
に
感
じ
る
と

の
声
も
聞
く
が
今
後
改
修
は

で
き
な
い
か
。

町
長

　平
成
6
年
度
の
増
改

築
工
事
を
し
て
20
年
が
経
過

し
て
い
る
が
利
用
さ
れ
る
町

若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て

太良町果実農業協同組合跡地

般
一

問
質

議
員
　
場
所
を
選
定
し
て
例

え
ば
日
ノ
辻
等
永
年
か
け
て
公

園
化
し
観
光
資
源
を
つ
く
れ
な

い
か
。

町
長
　
た
し
か
に
そ
う
い
う

こ
と
も
必
要
と
思
う
。行
政
と

一
体
と
な
り
現
地
等
模
索
し
場

所
を
選
定
し
観
光
資
源
を
つ
く

り
た
い
。

一

牟
田

　則
雄 

議
員

答
▼
経
営
革
新
、小
規
模
事
業
者
持
続
強
化
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
　「
第
四
次
太
良
町
総
合

計
画
」の
中
に
商
工
業
の
振
興

と
あ
り
、そ
の
中
の
既
存
企
業

の
体
質
強
化
を
し
後
継
者
の
育

成
を
し
事
業
の
拡
大
等
の
促
進

を
図
る
と
あ
る
が
進
捗
状
況

は
。

町
長
　
経
営
意
欲
の
高
揚
、後

継
者
育
成
な
ど
商
工
会
と
連
携

し
経
営
支
援
事
業
と
し
て
経
営

革
新
、小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
等
に
取
り
組
み
、異
業
種

交
流
研
究
、ご
当
地
グ
ル
メ
開

発
事
業
等
、事
業
の
拡
大
促
進

に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い

る
。

議
員
　
平
成
22
年
度
を
基
準

に
31
年
度
ま
で
の
基
本
目
標
を

掲
げ
て
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
推

移
を
し
て
い
る
か
。

企
画
商
工
課
長
　
営
業
所
得

等
の
収
入
総
額
で
判
断
す
る
と

22
年
が
76
億
1
8
0
0
万
円
、

26
年
が
76
億
2
1
0
0
万
円
、

31
年
の
予
測
が
82
億
3
0
0
0

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
一
次
産
業
で
特
に
農

業
に
つ
い
て
は
強
化
策
と
し
て

圃
場
の
整
備
、改
植
、大
型
機
械

の
購
入
等
か
な
り
の
支
援
が
さ

れ
て
い
る
が
他
の
企
業
に
も
具

体
的
な
強
化
策
は
考
え
て
い
る

か
。

企
画
商
工
課
長
　
現
在
実
施

し
て
い
る
の
は
商
工
会
に
よ
る

経
営
指
導
や
町
融
資
で
、年
間

限
度
額
7
0
0
万
円
の
融
資
等

で
支
援
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。

議
員
　
太
良
町
の
定
住
政
策

に
沿
っ
て
町
内
の
企
業
が
人
を

雇
い
入
れ
、生
活
で
き
る
よ
う

な
給
料
を
払
え
ば
社
会
保
険
等

が
上
乗
せ
し
て
費
用
が
か
さ
む

今
の
状
況
で
は
な
か
な
か
採
用

で
き
な
い
と
い
う
話
も
聞
く
が

そ
こ
ら
辺
に
対
す
る
手
当
等
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
何
人
か
雇
用
す
れ
ば

給
料
の
補
填
は
無
理
だ
が
福
利

厚
生
費
等
検
討
す
る
時
期
が
来

て
い
る
と
思
う
。今
後
研
究
課

題
と
し
て
雇
用
実
態
等
調
査
し

な
が
ら
検
証
し
て
い
く
。

議
員
　
町
内
に
昔
か
ら
あ
る

豆
腐
屋
さ
ん
、ま
ん
じ
ゅ
う
屋

さ
ん
、こ
ん
に
ゃ
く
屋
さ
ん
等

後
継
者
が
い
な
く
技
術
継
承
が

難
し
い
職
業
は
し
お
ま
ね
き
等

を
利
用
し
継
承
で
き
な
い
か
。

町
長
　
し
お
ま
ね
き
を
利
用

し
て
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得

し
て
太
良
町
の
産
品
を
極
力
持

続
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 

観
光
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
　
観
光
の
振
興
に
つ
い

て
で
す
が
太
良
町
は
山
や
海
の

自
然
ゆ
た
か
な
町
と
よ
く
い
わ

れ
る
が
、自
然
を
資
源
に
し
な

け
れ
ば
振
興
は
図
れ
な
い
と
思

う
が
。

町
長
　
町
の
事
業
で
あ
る

2
0
0
年
の
森
の
中
に
遊
歩
道

を
つ
く
り
そ
の
周
辺
に
バ
ン
ガ

ロ
ー
等
つ
く
り
キ
ノ
コ
栽
培
等

を
や
り
そ
こ
で
採
れ
た
て
を
食

べ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い

る
。

既
存
企
業
の
体
質
強
化
の
促
進
は

図
ら
れ
て
い
る
か



般
一

問
質

民
の
中
に
は
窮
屈
を
感
じ
る

方
も
多
い
と
聞
く
が
座
席
本

体
の
損
傷
や
劣
化
は
見
ら
れ

ず
現
状
で
は
良
好
な
状
態
で

あ
る
の
で
改
修
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。誰
も
が
利
用

し
や
す
い
優
し
い
施
設
の
整

備
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

今
後
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
判
断
し
た
い
。

一

坂
口

　久
信 

議
員

答
▼
平
成
28
年
度
か
ら
計
画
的
に
行
う

議
員

　若
者
定
住
の
住
宅
建

設
を
計
画
さ
れ
て
い
る
多
良

地
区
の
果
協
跡
地
、大
浦
地
区

の
町
有
地
に
つ
い
て
具
体
的

な
内
容
は
？

町
長

　果
協
跡
地
の
建
設
計

画
と
し
て
は
、平
成
28
年
度
か

ら
年
次
計
画
で
行
い
最
終
的

に
は
18
戸
く
ら
い
を
予
定
し

て
い
る
。大
浦
地
区
に
つ
い
て

は
、今
年
度
で
用
地
造
成
を
計

画
し
建
設
に
つ
い
て
は
、平
成

28
年
度
に
は
発
注
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
。

議
員

　高
齢
者
向
け
住
宅
の

併
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

　多
良
地
区
の
果
協
跡

地
、大
浦
地
区
の
町
有
地
で
の

高
齢
者
向
け
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
先
、高
齢

者
が
多
く
な
り
独
居
老
人
が

増
加
し
て
い
る
現
状
を
考
え

る
と
高
齢
者
向
け
住
宅
も
必

要
に
な
る
と
思
う
の
で
、私
の

任
期
中
に
計
画
し
た
い
。

議
員

　住
宅
用
建
設
用
地
か

ら
J
R
多
良
駅
へ
の
連
絡
橋

設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

　跨
線
橋
の
設
置
に
つ

い
て
は
、J
R
九
州
本
社
へ
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。し
か

し
な
が
ら
ま
だ
具
体
的
な
回

答
は
も
ら
っ
て
い
な
い
た
め

ひ
き
続
き
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
く
。

議
員

　入
居
の
優
先
順
位
と

家
賃
、土
地
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
。

町
長

　子
育
て
支
援
と
人
口

対
策
だ
か
ら
当
然
町
外
転
入

者
が
第
1
優
先
で
家
賃
は
今

か
ら
決
定
す
る
が
三
万
円
く

ら
い
、住
宅
に
つ
い
て
は
10
年

間
住
ん
で
そ
の
後
譲
渡
し
、土

地
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
に

な
る
の
で
今
内
部
で
調
整
を

し
て
い
る
。

 

自
然
休
養
村
大
ホ
ー
ル
の

 

改
修
に
つ
い
て

議
員

　自
然
休
養
村
大
ホ
ー

ル
は
、各
種
講
演
会
等
で
使
用

さ
れ
て
い
る
が
座
席
の
幅
も

狭
く
出
入
り
が
大
変
で
ま
た

車
椅
子
等
身
障
者
の
皆
さ
ん

が
非
常
に
不
便
に
感
じ
る
と

の
声
も
聞
く
が
今
後
改
修
は

で
き
な
い
か
。

町
長

　平
成
6
年
度
の
増
改

築
工
事
を
し
て
20
年
が
経
過

し
て
い
る
が
利
用
さ
れ
る
町

若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て

太良町果実農業協同組合跡地

般
一

問
質

議
員
　
場
所
を
選
定
し
て
例

え
ば
日
ノ
辻
等
永
年
か
け
て
公

園
化
し
観
光
資
源
を
つ
く
れ
な

い
か
。

町
長
　
た
し
か
に
そ
う
い
う

こ
と
も
必
要
と
思
う
。行
政
と

一
体
と
な
り
現
地
等
模
索
し
場

所
を
選
定
し
観
光
資
源
を
つ
く

り
た
い
。

一

牟
田

　則
雄 

議
員

答
▼
経
営
革
新
、小
規
模
事
業
者
持
続
強
化
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
　「
第
四
次
太
良
町
総
合

計
画
」の
中
に
商
工
業
の
振
興

と
あ
り
、そ
の
中
の
既
存
企
業

の
体
質
強
化
を
し
後
継
者
の
育

成
を
し
事
業
の
拡
大
等
の
促
進

を
図
る
と
あ
る
が
進
捗
状
況

は
。

町
長
　
経
営
意
欲
の
高
揚
、後

継
者
育
成
な
ど
商
工
会
と
連
携

し
経
営
支
援
事
業
と
し
て
経
営

革
新
、小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
等
に
取
り
組
み
、異
業
種

交
流
研
究
、ご
当
地
グ
ル
メ
開

発
事
業
等
、事
業
の
拡
大
促
進

に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い

る
。

議
員
　
平
成
22
年
度
を
基
準

に
31
年
度
ま
で
の
基
本
目
標
を

掲
げ
て
あ
る
が
ど
の
よ
う
な
推

移
を
し
て
い
る
か
。

企
画
商
工
課
長
　
営
業
所
得

等
の
収
入
総
額
で
判
断
す
る
と

22
年
が
76
億
1
8
0
0
万
円
、

26
年
が
76
億
2
1
0
0
万
円
、

31
年
の
予
測
が
82
億
3
0
0
0

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
一
次
産
業
で
特
に
農

業
に
つ
い
て
は
強
化
策
と
し
て

圃
場
の
整
備
、改
植
、大
型
機
械

の
購
入
等
か
な
り
の
支
援
が
さ

れ
て
い
る
が
他
の
企
業
に
も
具

体
的
な
強
化
策
は
考
え
て
い
る

か
。

企
画
商
工
課
長
　
現
在
実
施

し
て
い
る
の
は
商
工
会
に
よ
る

経
営
指
導
や
町
融
資
で
、年
間

限
度
額
7
0
0
万
円
の
融
資
等

で
支
援
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。

議
員
　
太
良
町
の
定
住
政
策

に
沿
っ
て
町
内
の
企
業
が
人
を

雇
い
入
れ
、生
活
で
き
る
よ
う

な
給
料
を
払
え
ば
社
会
保
険
等

が
上
乗
せ
し
て
費
用
が
か
さ
む

今
の
状
況
で
は
な
か
な
か
採
用

で
き
な
い
と
い
う
話
も
聞
く
が

そ
こ
ら
辺
に
対
す
る
手
当
等
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
何
人
か
雇
用
す
れ
ば

給
料
の
補
填
は
無
理
だ
が
福
利

厚
生
費
等
検
討
す
る
時
期
が
来

て
い
る
と
思
う
。今
後
研
究
課

題
と
し
て
雇
用
実
態
等
調
査
し

な
が
ら
検
証
し
て
い
く
。

議
員
　
町
内
に
昔
か
ら
あ
る

豆
腐
屋
さ
ん
、ま
ん
じ
ゅ
う
屋

さ
ん
、こ
ん
に
ゃ
く
屋
さ
ん
等

後
継
者
が
い
な
く
技
術
継
承
が

難
し
い
職
業
は
し
お
ま
ね
き
等

を
利
用
し
継
承
で
き
な
い
か
。

町
長
　
し
お
ま
ね
き
を
利
用

し
て
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得

し
て
太
良
町
の
産
品
を
極
力
持

続
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 

観
光
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
　
観
光
の
振
興
に
つ
い

て
で
す
が
太
良
町
は
山
や
海
の

自
然
ゆ
た
か
な
町
と
よ
く
い
わ

れ
る
が
、自
然
を
資
源
に
し
な

け
れ
ば
振
興
は
図
れ
な
い
と
思

う
が
。

町
長
　
町
の
事
業
で
あ
る

2
0
0
年
の
森
の
中
に
遊
歩
道

を
つ
く
り
そ
の
周
辺
に
バ
ン
ガ

ロ
ー
等
つ
く
り
キ
ノ
コ
栽
培
等

を
や
り
そ
こ
で
採
れ
た
て
を
食

べ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い

る
。

既
存
企
業
の
体
質
強
化
の
促
進
は

図
ら
れ
て
い
る
か



　今
回
の
議
会
報
告
会
は
、老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
高
齢
者
短

大
に
お
も
む
き
、司
会
を
末
次
利

男
議
長
が
行
い
、平
成
27
年
3
月

定
例
会
の
内
容
を
各
議
員
が
説
明

し
、後
に
質
問
を
受
け
る
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
行
っ
た
。

　一
般
質
問
内
容
に
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今
回
は
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
さ
ん
の
協
力

を
得
て
百
人
を
超
え
る
参
加
を
し
て
い
た
だ

き
、有
意
義
な
報
告
会
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
1
時
間
15
分
と
い
う
時
間
の
中
、熱
心
に
聞

き
入
っ
て
も
ら
い
、ま
た
鋭
い
質
問
も
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、皆
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
わ
れ
わ
れ
議
会
も
、そ
う
い
う
皆
さ
ん
の
付

託
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、こ
れ
か
ら
も
さ
ら

に
精
進
し
て
い
か
ね
ば
と
気
持
ち
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。今
回
の
ご
参
加
本
当
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Q. 合併浄化槽にした場合の効果は

A. 竹崎を漁業集落排水にして水質が綺麗になっ       
　 たと聞いている。合併浄化槽も同様の効果が期待
　 できると思う。

Q. 畦畔のコンクリート整備事業の広報は大丈夫か。

A. 事務嘱託員会議や生産組合長会議などで周知徹
　 底させていきたい。

Q. 諫早湾干拓問題に対して、町議会としての取り組
　 みは。

A. 開門調査の早期実現を国と県に対して陳情して
　 いる。

Q. 町内に観光スポットの目玉のようなものを何か
　 作れないか。

A. 意見として受け止め、実現に努力していきたい。

報告内容についての質問と回答

その他の質問と回答

　平成27年5月22日議会事務局の計らいで模擬議会を計画していただき質疑応答の時間を設けていただいた。
　立ち上げてから日も浅い「茶々伊っぷく亭」。会も進める毎に、反対する面も多々有る。又、地域の方々か
らは、応援の声もあがる今回、町政六十周年という節目。それを機に、太良町役場内見学と言う計画を組む。
何度となくお世話する方々に集まって頂き当日を迎えた。
　社協のバスを借り、旅行気分で車中にぎやか。目的地の役場前に着き、総勢三十人の移動となる。エレベー
ターを利用し、三階へ上がると、「八十歳過ぎてるけど、三階へは、初めて来た」と言う声も聞こえる。議場
では、それぞれの椅子を借り体を休める一方職員の方々の説明も聞く。質疑応答の時間を設けてもらい、町へ
の疑問を投げ掛けた。この時は、しーんと静まり返った部屋にも笑いがもれた。ほんの短い時間で有ったが、
貴重な時間をすごし、次の場所へと移動した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 茶々伊っぷく亭　代表

茶々伊っぷく亭茶々伊っぷく亭 模擬議会を体験！！模擬議会を体験！！

期日：平成27年5月26～27日　
　2日間にわたり、全国町村議会議長・副議長研修会
に参加いたしました。どこの町村も議員数削減や、
報酬削減、議員のなり手不足、政治への無関心、高
齢化がどんどん進んでいることなどに苦慮されてい
るとのことでした。
「日本の健康の鍵は農山漁村が握る」と題して講演
があり、日本の農業人口は10年で50万人減少し、食
糧自給率は1960年に79％あったのが2013年には
39％となり、食料や水の確保が今後の課題であると
話され、強い決意をもって自分の自治体をつくって
ほしいと締められました。

熊本県西原村議会
総務福祉常任委員会　
視察研修来庁

熊本県西原村議会
総務福祉常任委員会　
視察研修来庁

第40回町村議会
議長・副議長研修会
第40回町村議会
議長・副議長研修会

期日：平成27年5月20日
　熊本県西原村議会の総務福祉常任委員会7名の皆さ
んが太良町へ視察研修に訪れました。
　研修テーマは、「高齢者と子育て支援の充実につい
て」と、「一次産業と一体化した商工観光業の振興につ
いて」でした。
　役場からは副町長と担当課、議会からは末次議長が
応対し、活発な意見交換がなされました。特に給食費
の無料化についての説明は、興味深く聞いてもらえた
ようです。
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※締め切り／ 7月末日　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）をもって代えさせていただきます。
　前回は多数のご応募ありがとうございました。

〒849-1698　太良町大字多良1-6太良町議会事務局「街角クイズ係」宛
解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名・電話番号をご記入の上、下記に応募下さい。
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平成27年度前期（4月～6月分）
議長交際費の支出状況


